
Ⅲ－ 17 第39回土木学会関東支部技術研究発表会

メンテナンス可能な水平排水管による補強土壁の耐降雨性能の強化 
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１．はじめに 

地震によって被災した斜面上の盛土構造物をジオシンセティックス補強土壁で復旧する事例が増えてい

るが，降雨時において湧水等により盛土内の地下水位面が上昇する場合での排水対策は確立されていない．

湧水が懸念される地形に土構造物を構築する場合は排水ブランケット等の土中水排水工を設置するが，不織

布等の排水材は目詰まりによって供用中に排水性能が低下することが懸念され，長期に亘って安定的に土中

水排水性能を保持する方法が求められる．本研究ではジオグリッド補強土擁壁にメンテナンス可能な水平排

水材を設置した盛土の浸透模型実験を実施し，その安定性を実験的に検討した．  

２．模型実験の概要 

近年では，地震で被災した斜面上の盛土をジオグリッド補

強土壁で強化復旧する事例が増えている(2004 新潟県中越地

震，2011 年東北地方太平洋沖地震)．水平地盤上にあるジオ

グリッド補強土構造物は高い安定性を有している 1)ことが知

られているが，降雨時，特に湧水を伴う地形上に構築された

場合での安定性は未解明である．従来の緩勾配の盛土は雨水

の浸透によって法先が特に不安定化するため 2)，ジオグリッ

ド補強土壁の設置は盛土全体の降雨時安定性を大きく向上で

きるものと考えられる．しかしながら，補強土壁の排水性能が不足している場合，盛土内地下水面の更なる

上昇を招き，外的安定問題や補強領域においても変状が生じることが懸念される．土中水の排水目的に用い

られる不織布等の排水材は，目詰まりによって排水性能が低下しやすく，長期に亘って安定的に土中水排水

性能を保持する方法が求められる．メンテナンス可能な水平排水材としては二重管パイプがある．二重管パ

イプは不織布が巻かれた内側のパイプを抜き出すことができるため，継続的な維持管理によって長期的な排

水性能を保持できる．本研究では，斜面上に構築されたジオシンセティックス補強土壁にメンテナンス可能

な二重管パイプを水平排水材として用いた盛土(図-1) を提案し，湧水に対する安定性を室内浸透実験で検討

した．提案形式の盛土構造物と無対策盛土とを比較し，その降雨時安定性を比較した． 

降雨浸透模型実験の概要を図-1 に示す．高さ 1,250×長さ 1,700×奥行き 800 mm の土槽の中に高さ 300 mm

の支持地盤を作成し，高さ 300 mm の直壁構造のジオグリッド補強土壁を構築した．その上に法面勾配 1:1.8，

盛土高 200 mm のジオグリッド補強盛土を構築した．補強材敷設長は 275 mm，鉛直敷設間隔 50 mm とし，

巻き込み敷設とした．壁面工は補強材層と接続させ，下部は 5 mm だけ根入れさせた．擁壁下部に二重管パ

イプ模型(長さ 500 mm=盛土高)を計 4 本設置した．盛土材には良配合の山砂(Dmax=2.0 mm，D50=0.2 mm，

Fc=0.2%)を用いた．模型盛土は，突固め試験 A-b 法における最適含水比 wopt (=17.2%)，締固め度

Dc=90%(d=1.45 g/cm
3)となる様に締固めた．模型盛土に対して，まず支持地盤を飽和化させた後に，地山か

らの湧水を模擬して側方向浸透実験を行った．盛土の天端位置まで地下水位面高を上げ，所定の時間におい

て給水面高さを保持した．   

３．実験結果と考察 

図-2 に浸透実験終了時での模型盛土の地下水位面分布を，図-3 に盛土の各地点で計測した局所変形量の時

刻歴を示す．無対策盛土では盛土中央部まで地下水面を上昇させて 2 時間保持し，その後天端位置まで給水
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図-1 模型浸透実験の概要  
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高さを上昇させた．図-2～3

より，提案形式の盛土と無

対策盛土では地下水面分布

に顕著な差は確認できない

ものの，模型盛土の変形状

態は大幅に異なることが分

かる．無対策盛土では地下

水位面高が天端位置まで上

昇したとたんに法尻部で顕

著な変形が発生し始め，約

1 時間で泥濘化による小崩

壊が連続して発生した．一

方，提案形式の盛土では補

強法面および壁面工に若干

の変形が生じたものの，浸

透 7 時間においても変形は

極めて小さく，目視による

変状は確認できなかった．

このような崩壊の要因は飽

和化による土の流動変形と

浸透圧であると考えられる．図-4 に法尻部で計測した浸透圧の時

刻歴を示す．図-4 より，無対策盛土において地下水面高の増加に

対応して法尻部に作用する浸透圧も増加していることが分かる．

盛土内に雨水が浸透すると飽和化によって土の抵抗力が減少しつ

つ，浸透圧によって土骨格が壊されて変状が進行的に生じる．し

たがって，斜面上の盛土構造物の降雨時安定性を保持するために

は，構造形式あるいは地盤補強によって浸透圧が作用しても土骨

格が壊されないように押さえつつ，浸透圧の上昇を抑えるように

土中水を排水することが重要である．ジオグリッド補強土壁は補

強領域も含めて大きな押さえ盛土工として機能するが，地下水面

の上昇と浸透圧によって少なからず変形が生じる．したがって，補強材長より長い水平排水材を設置して，

補強領域の安定化を行う必要があると考えられる．目詰まりによる土中水の排水性能の低下は壁面工付近の

地下水面高の上昇につながるため，メンテナンスによって水平排水材の長期排水性能を保持することが重要

である． 

４．まとめ 

盛土の降雨時安定性を保持するためには，積極的な盛土補強と共に，長期供用中において安定的に土中水

排水性能を保持することが重要である．本研究では，ジオグリッド補強土擁壁とメンテナンス可能な水平排

水管を併用する事が有効である事を確認した． 
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図-4 盛土内の浸透圧の時刻歴  
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図-3 盛土の変形量; a)提案形式, b)無対策盛土  

図-2 浸透実験終了時での盛土の地下水面分布 ; a)提案形式 , b)無対策盛
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